
農業委員の応募書の記入例（１枚目／１枚）

住所、連絡先を除き市ホームページで内容を公表します。ご了承ください。

別記様式第３号（第３条関係）

令和６年１月１０日
（宛先）今治市長

農業委員応募書

私は、農業委員の募集に応募いたします。

また、私は、委員としての要件を確認するため、今治市長が関係行政機関に照会することに同

意し、今治市暴力団排除条例(平成22年今治市条例第50号)第２条第３号に規定する暴力団員等で

ないことを確約します。

氏 名
（ふりがな）おおい くさたお 性 別

（署名） 大井 草田男 男 ・ 女

住 所

〒７９４－９９９９

今治市○○町○○○甲９８７６－５

職 業

会社役員兼農

業

本 籍 地 今治市○○町○○○甲９８７６－５（筆頭者：大井草田男）

生年月日 昭和４２年４月１１日生（満５５歳）

連 絡 先
自宅電話 ０８９７-８９-０１２３

携帯電話 ０９０-９８７６-５４３２

経歴（主な役職）
平成２年○○大学工学部卒、同年㈱〇〇に就職、現在技術主任。農業へIT技

術応用を模索する「IT農業研究会」を主宰。

農業経営の状況
耕作面積、作物等

畑（季節野菜）３０アール、果樹園１５アール

認定農業者の該当 該当する ・ 該当しない ・ 申請中（申請日 年 月 日）

応募の理由

高齢化、担い手不足で遊休化する故郷の農地を維持・回復させ、持続可能な農

業の一助となりたいと考えた。

法第８条第６項に規定する利害関係 あり ・ なし

委員活動の希望地域 第１地区

農地利用最適化推進

委員への応募提出

農業委員・農地利用最適化推進委員の両方に

応募している ・ 応募していない

・農業に関する識見があ

ると認められる経歴や役

職を中心に記入してくだ

さい。

（農業関係団体、農業者

団体、農協、改良区、水

利等管理を行う組織、そ

の他農業との関係を持つ

会等）

・公職や国・県・市など

の委員の現職である場合

は、委員名称も記入して

ください。

内容は農地台帳と照合し

ます。推薦される人が経

営主でなくてもかまいま

せんが、農業について識

見があると認められる状

況を記入してください。

農業委員として適任であ

ると考える事柄を記入し

てください。

・「利害関係」は、推薦され

る人が「農業に従事してい

る」のであれば「あり」、そ

うでなければ「なし」に○し

てください。

・学識経験者の場合は「なし」

に○するとともに、「職業」

又は「経歴」欄に詳細を記入

してください。

農業委員と推進委員の両

方に推薦または応募する

ことはできますが、兼務

はできません。

下表の６地区から一つ記入してください。

※ この表は、区域を簡略に表示しています。

担当区域名称 区 域

第１地区 旧今治市のうち蒼社川の西部

第２地区 旧今治市のうち蒼社川の東部

第３地区 朝倉及び玉川町

第４地区 波方町、大西町及び菊間町

第５地区 吉海町、宮窪町及び伯方町

第６地区 上浦町、大三島町及び関前

筆頭者名も記入して

ください。

農業委員の過半数は認定

農業者である必要があり

ます。

【注意】

氏名欄は本人の署名が必要です

（他はパソコン入力でも可）


